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在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

おとなの健康
健康相談 (要申し込み)
日 時　1月22日㈪　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 食事や運動など健康に関する生活習慣につ

いて相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

インフルエンザを予防しましょう
　インフルエンザが流行する季節となりま
した。次のことを実践し、インフルエンザ
を予防しましょう。
・外出後は、小まめに手を洗いましょう。
・ マスクを着用し、できるだけ人ごみを避
けましょう。マスクが無くても、口と鼻
をティッシュでカバーしましょう。
・部屋は適度な湿度を保ちましょう。
・ バランスの良い食事や十分な休養、適度
な運動など規則正しい生活をしましょう。
・ インフルエンザ流行前にワクチンを接種
しましょう。

行田市早期不妊検査費助成事業
　不妊検査を受けた方を対象に、費用の一部を助成します。
対　　象　次の全ての項目に該当する方
　　　　　①婚姻している夫婦
　　　　　② 申請日に、夫婦の双方または一方が行田市内に住

民登録されている
　　　　　③検査開始時の妻の年齢が43歳未満
　　　　　④夫婦ともに、市税などを完納している
対象検査　次の全ての項目に該当すること
　　　　　① 指定医療機関で受けた不妊検査（指定医療機関と

連携する泌尿器科医師が行う検査も含む）
　　　　　② 夫婦ともに受けた不妊検査であり、検査開始日が

どちらか早い方の日から、検査終了日がどちらか
遅い方の日までの期間が6カ月以内で、検査の終
了日が平成30年1月1日以降であること。ただし、
不妊治療の一環として受ける不妊検査は対象外。

　　　　　※ 指定医療機関とは、特定不妊治療で知事等が指定
する医療機関をいいます。詳しくは、県ホームペー
ジ「埼玉県不妊治療費助成事業のご案内」中の「指定
医療機関について」をご覧ください。

助成内容　 対象となる検査の費用のうち、自己負担額（医療保険
の適用があった場合は医療保険による給付を除く）
に対して上限20,000円（千円未満切り捨て）を助成し
ます。助成回数は夫婦1組につき1回まで。

申請期限　 不妊検査終了日から当該年度の年度末まで。ただし、
2月1日～ 3月31日に検査の終期が属するものは、
翌年度5月31日㈭まで申請可。

申し込み　保健センター

代謝あっぷ！筋トレ入門講座
日　　時　 2月20日㈫午後1時30分（午

後1時から受け付け）
場　　所　保健センターホール
内　　容　手軽にできる筋トレの実践講座
講　　師　県民健康福祉村指導員ら
定　　員　25人（先着順）
持 ち 物　動きやすい服装、上履き、飲み物
申し込み　 1月12日㈮から直接または電

話で同センタ―

休日や夜間の急な病気やけがで困ったときは

期　日 医療機関名 電話番号
1月21日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
1月28日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
2月 4日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
2月11日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
2月12日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

【病院に連れて行こうか迷ったとき、受診できる医療
機関を知りたいとき】
① 全国共通ダイヤル#7119
　 急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医療機
関を受診すべきかどうかなどをアドバイスしますの
で、判断に迷ったときはお電話ください。
　相談時間　毎日24時間
　 電話番号　#7119
　※ ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合は☎048―

824―4199
　※次の番号からも電話をかけられます。
　　○大人の救急電話相談　#7000
　　○ 小児救急電話相談　#8000または☎048―

833―7911
②行田市消防署　☎550―2123

【誤飲や誤食をしたとき】　
① つくば中毒110番 ☎029―852―9999（午前9時
～午後9時）
② 大阪中毒110番 ☎072―727―2499（365日24
時間対応）

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 1月26日㈮午前10時30分～ 11時30分

（午前10時から受け付け）
対　　象　平成29年11月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 4カ月児健診受診票の配布と健診の受診方

法や予防接種・育児に関する説明

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 2月6日㈫午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 6カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（中期）（要申し込み）
日　　時　 2月7日㈬午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　7～ 8カ月のお子さんとその保護者

10カ月児相談（申し込み不要）
日　　時　 1月22日㈪午前10時～ 11時30分（午前

9時30分から受け付け）
対　　象　平成29年3月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 身体測定、赤ちゃんと遊ぼう（赤ちゃんと

の遊びの紹介）、幼児期を迎える準備の話
（予防接種、栄養、育児、歯科保健など）、
運動発達、食事、育児などの相談

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　1月29日㈪午前9時30分～ 11時30分
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診　
健 診 名　1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

※いずれも場所は保健センター
※4カ月児健診は市内指定医療機関での個別健診になります。

子どもの健康

市民セミナー受講生を募集します
No 期　日 講座名 内　　　容 講　　　師

１ 2月1日㈭ 幕末の動乱と忍藩主松平忠誠 時代が江戸から明治に変わっていく中で、忍藩
がどのように対応したかを解説します。 郷土博物館職員

2 2月8日㈭ 指先を使った認知症予防 第2の脳と呼ばれる指先を動かして、脳の活性化
を図り認知症を予防しましょう。

羽生総合病院
作業療法士

3 2月22日㈭ おいしく食べて元気に長生き 偏った食事は健康を害します。おいしく食べて
健康で長生きする食事を学びましょう。

大神智子さん
(管理栄養士)

4 3月1日㈭ 「遺言」と「相続」のこと、考えて
みませんか？

最近話題の「終活」として、遺言と相続について
基礎から簡単にお伝えします。

星山信明さん
(行政書士)

▶時　　間　午後1時30分～ 3時
▶場　　所　中央公民館第2学習室（「みらい」内）
▶対　　象　市内在住・在勤の方（原則として4回とも出席できる方）
▶定　　員　40人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　1月17日㈬午前9時から直接同館☎556―2649（電話受け付けは午後1時から）

【休日急患診療】
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　1月1日㈪～3日㈬・9日㈫・15日㈪・22日㈪ 　
　　　　　29日㈪・31日㈬、2月5日㈪・13日㈫
※休館中（年末年始を除く）の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・ リバース&リバース　奥田亜希子／著
・ 久米宏です。ニュースステーションはザ・ベストテ
ンだった　久米宏／著

・ ココロとカラダに効くハーブ便利帳　真木文絵／
著、池上文雄／監修

・ オリンピックのおばけずかん　斉藤洋／作、宮本え
つよし／絵

・髪がつなぐ物語　別司芳子／著
・パーちゃんのパーカ　ミシシッピ／作

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ジャングル・ブック
・マイ・インターン
・ ミス・ペレグリンと
奇妙なこどもたち

＜CD＞
・ デンジャラス・ウーマン
（アリアナ・グランデ）
・★（デヴィッド・ボウイ）
・THIS IS ME ～綾香10th 
　anniversary BEST ～
　（綾香） 

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

1月21日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

1月27日㈯午前11時 おはなしタンバリン

2月3日㈯午後2時 おはなしの会

2月10日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
1月17日㈬、2月14日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで
　実施

絵本、手遊び、パネ
ルシアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 2月4日㈰

午前11時～11時30分
絵本、紙芝居、素話
(ストーリーテリン
グ)など

４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 2月4日㈰午後2時 絵本の読み聞かせ、
工作、折り紙など 小学生

英語のおはなし会 2月11日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本
の読み聞かせ

幼児・小学生

高橋貴子さん

子ども映画会 1月20日㈯午後2時 宮沢賢治原作アニメ
シリーズ　雪渡り 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 1月28日㈰午後1時30
分(午後1時10分開場)

BALLAD 名もなき恋
のうた（邦画：132分）
出演：草彅剛、新垣
結衣、夏川結衣、筒
井道隆　他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員 「みらい」
映像ホール

ブックスタート 1月17日㈬・24日㈬
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、
育児のアドバイス、
絵本セットの手渡し

平成29年1月1日～
8月31日生まれのお
子さんとその保護者
※母子健康手帳を必
ずお持ちください。

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム

2021

今月のおすすめ新着DVD・新着CD

※ブックスタートで絵本セットを受け取りに来られなかった方は、図書館までご連絡ください。

　（綾香） 

放射線量の測定値

談相種各 （1月15日～2月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

1月23日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

2月8日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 1月15日㈪　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

結婚 VIVAぎょうだ 2月4日㈰　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 市役所 1月17日㈬　 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 2月14日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 中央公民館第3学習室
（「みらい」内） 2月14日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課

（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 1月23日㈫、2月6日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
12月17日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.08マイクロシーベルト(晴れ）

納期のお知らせ（1月分）

行田クイズ
▶ 日　　時　1月18日、2月15日の木曜日午後1時30
分～ 4時30分　
▶ 場　　所　深谷市男女共同参画推進センター（Ｌ・フォ
ルテ）ツバキ（深谷市上柴町西4―2―14・キララ上柴内）

▶ 相談内容　相続、遺言、登記、債務整理、成年後見、
　不動産の名義変更など　
▶相談方法　面談相談（1組1時間、要予約）　
▶相 談 料　無料
▶主　　催　埼玉司法書士会　
▶申し込み　総合相談センター☎048―838―7472　
▶問い合わせ　同会事務局☎048―863―7861

県北総合相談センター出張法律相談会

普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・7期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・7期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・7期

納期限　1月31日㈬
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口
座振替をご利用ください。

・ 納付の相談は随時窓口で実施しています。
▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

【問題】利根大堰から水を取り荒川に放水し、東京都民
の飲み水として利用されている行田市内を流れている水
路は、次のどれですか。

ア．葛西用水　
イ．見沼代用水　
ウ．武蔵水路

先月号のクイズの答え
【答え】ウ．サケ
【解説】「大堰自然の観察室」では、利根大堰に設置して
いる魚道（魚の通る道）をのぼる魚を見ることができます。
初夏にはアユ、秋にはサケが遡上する姿を窓越しに見る
ことができます。
▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線389）
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行田市観光大使のNoeさんが
情感たっぷりの歌声を披露

足袋を履いて
正しい歩き方を身に付ける

足袋に合わせた
自慢のコーディネート

一進一退の熱い試合展開
たすきに思いを込めて

災害に備えた地域の連携

　11月23日、産業文化会館を中心に食と農と環境
フェスタ「2017ぎょうだ“夢”まつり」が開催され、会
場はたくさんの来場者でにぎわいました。
　また、同時開催された「行田足袋コレ2017」には市
内外から20組26人が出場し、足袋を履いた自慢の
トータルコーディネートを披露。今年の「ベスト足
袋ニスト」の栄冠に輝いた若山理絵さん・ももさん親
子は「親子で良い思い出ができた」と笑顔で話し、会
場からの声援に応えていました。

　12月15日、JICAの青年海外協力隊の一員として2年間、エ
チオピアへ派遣される原さつきさんが、市役所を訪れました。
　大学で国際関係論を学んだことがきっかけで国際協力に興
味を持つようになった原さんは、発展途上国の生活向上に貢
献したいという思いから青年海外協力隊員に応募。エチオピ
アでは、ロープポンプと呼ばれる井戸の普及を図るための活
動を行う予定です。工藤市長から激励された原さんは「現地
の水環境を少しでも改善できるよう頑張りたいです」と意気
込みを語りました。

GYODA CITY PHOTO STUDIO

　12月10日に行田グリーンアリーナサブアリーナ
で「足袋で健康に!」をテーマに身体づくりセミナーが
開催されました。
　セミナーでは、はだしランニング・足袋ランニング
の第一人者である高岡尚司さんが、正しい姿勢や歩
き方を解説。足袋を履くことで足の運びが丁寧にな
り、歩き方に変化を与えると話しました。参加者は
高岡さんの指導の下、棒を使った歩き方などの訓練
に真剣に取り組んでいました。

　12月2日、（公財）行田市産業・文化・スポーツいき
いき財団の主催で行田市ドッジボール大会が行田
グリーンアリーナで行われました。
　市内の小学3年生から6年生までを対象に、11
校31チームが参加しました。子供たちは日頃の練
習の成果を発揮し、仲間と息の合ったパス回しをす
るなど奮闘。一進一退の試合展開に会場の応援も
熱が入っていました。

　12月3日、総合公園で第61回“浮き城のまち行田”駅伝
競走大会が開催されました。
　3,000メートルコースなど13部門に、市内外から136
チームが参加しました。冬の冷たい風を切り裂くように
さっそうとコースを走り抜ける選手たち。思いを込めた
たすきを、チームメートへつないでいきました。

　12月13日、太井公民館で同館主催による防災訓練が
開催され、同館で活動しているクラブをはじめ自治会、
民生委員など約100人が参加しました。
　参加者は消防職員の指導のもと、初期消火訓練や簡易
担架作成訓練を行い、防災安全課職員によるミニ講座を
受講して防災に関する意識と知識の向上に努めました。
また、この日は市と災害時応援協定を締結している社会
福祉法人ときわ会（太井保育園）の協力により炊き出し
訓練も実施。参加者に温かい食事が提供され、地域防災
の連携の強化が図られました。

　12月3日、星川の自然とキタミソウを守る会が主催する
「冬のクリーン大作戦および観察会」が馬見塚橋周辺で行
われました。
　同会メンバーや地元住民ら約20人が星川の河川敷など
の清掃や可

か
憐
れん
に咲くキタミソウの花の観察を行いました。

心配された台風の増水の影響も無く、今年は近年で最も多
く花を咲かせており、2ミリほどの星形の白い花を春先ま
で見ることができます。

　12月9日、古代蓮会館でプレミアムイベントが開催され、行田市
観光大使でシンガーソングライターのNoeさんがコンサートを行
いました。
　イルミネーションの飾り付けがされた館内でNoeさんはクリス
マスソングやオリジナル曲「ハツコイソウ」など9曲を熱唱。会場
に響き渡る情感たっぷりの歌声に、来場者は酔いしれていました。

青年海外協力隊員として
エチオピアへ出発

小さな白い花をみんなで守る
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法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
中
学
生

に
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
な
ど

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
。
今
年
行
わ
れ
た
第
37
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
96
万
３
９
０
人
の
応
募
の
中
か
ら
法
務
大
臣
政
務

官
賞
を
受
賞
し
た
の
が
、
関
根
悠
里
さ
ん
で
す
。

　
関
根
さ
ん
の
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
髪
が
つ
な
ぐ

思
い
や
り
」。
自
身
が
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン(

※)
に
協

力
し
た
と
き
の
体
験
を
書
き
ま
し
た
。
小
学
3
年
生
の

と
き
、
母
の
知
人
の
髪
も
眉
も
な
い
子
の
写
真
を
見
た

関
根
さ
ん
は
、「
何
か
変
だ
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。
後

に
そ
れ
が
病
気
に
よ
る
脱
毛
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

失
礼
な
感
情
を
抱
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
し
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
美
容
師
の
祖
母
に
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
る
こ
と
を
教
わ
り
、
寄

付
を
す
る
た
め
に
3
年
生
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
髪
を
伸

ば
し
始
め
ま
し
た
。「
最
初
は
、
伸
ば
す
だ
け
だ
か
ら

簡
単
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
次
第
に
長
く

な
っ
て
く
る
と
、
洗
っ
て
乾
か
す
の
に
時
間
が
か
か

り
、
夏
場
は
暑
く
て
大
変
で
し
た
。〝
も
う
や
め
よ
う
〞

と
挫
折
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
に
励
ま
さ
れ
た

り
、
自
分
よ
り
も
ず
っ
と
辛
い
思
い
を
し
て
治
療
を
し

て
い
る
写
真
の
子
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
し
て
頑
張

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
し
て
約
3
年
間
伸
ば
し
た
髪
を
6
年
生
の
秋
に
40

セ
ン
チ
ほ
ど
切
り
寄
付
を
し
ま
し
た
。
人
生
初
の
ベ

リ
ー
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
を
新
鮮
に
感
じ
た
一
方
、
思
っ
た

以
上
に
短
く
な
っ
た
た
め
、
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
髪
を
伸
ば
し
て
い
た
理
由
を
知
っ
た

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
先
生
に
「
と
て
も
似
合
っ
て
い
る

よ
」「
髪
を
寄
付
し
た
な
ん
て
す
ご
い
ね
」
な
ど
と
声

を
掛
け
ら
れ
、
う
れ
し
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
関
根
さ
ん
は
、
寄
付
す
る
た
め
に
ま
た
髪
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。「
誰
か
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

す
る
の
は
特
別
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
、
当
然
の
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
他
人
を
思
い
や
る

心
を
持
ち
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
平
和
な
世
界
に
し
た

い
で
す
ね
」
と
伸
び
か
け
た
髪
に
手
を
や
り
な
が
ら
語

る
関
根
さ
ん
。
今
回
の
受
賞
が
と
て
も
大
き
な
自
信
と

な
り
、
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
進
ん

で
参
加
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
す
て
き
な
大
人
へ
と
成

長
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

※ 

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
頭
皮
・
頭
髪
に
関
わ
る
何
ら

か
の
病
気
や
不
慮
の
事
故
が
原
因
で
髪
を
失
い
ウ
ィ
ッ
グ

(

か
つ
ら)

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

を
作
り
無
償
で
提
供
す
る
活
動
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社福樹園
思いやりの心と確かな技術で癒やしの空間を提案
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句
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友
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す
す
き
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そ
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な
し

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

ふ
と
出
会
ふ
妣
の
知
人
や
冬
の
駅

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

第
37
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で

 

法
務
大
臣
政
務
官
賞
を
受
賞

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

関
根 

悠ゆ
う
り里 

さ
ん
（
桜
町
・
13
歳
）

めましてはじ ○ 1月4日㈭～31日㈬に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、2月1日㈭午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

町
田
　
結ゆ

奈な 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
29
年
1
月
16
日
生
ま
れ

父
・
一
真
さ
ん　
母
・
純
子
さ
ん

「
愛
す
る
我
が
家
の
癒
し
系
!!
」

鈴
木
　
結ゆ
い
と斗 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
29
年
1
月
17
日
生
ま
れ

父
・
巧
さ
ん　
母
・
章
絵
さ
ん

岡
村
　
凌り

玖く 

ち
ゃ
ん （
荒
木
）

平
成
29
年
1
月
14
日
生
ま
れ

父
・
充
晃
さ
ん　
母
・
里
美
さ
ん

「
強
く
た
く
ま
し
く

 

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
す
く
す
く
育
て

 

我
が
家
の
天
使
♡
」

原
田
　
妃ひ

菜な 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
29
年
1
月
29
日
生
ま
れ

父
・
匠
さ
ん　
母
・
礼
奈
さ
ん

「
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
♡
」

田
島
　
茉ま
ひ
ろ紘 

ち
ゃ
ん （
野
）

平
成
29
年
1
月
16
日
生
ま
れ

父
・
鉄
也
さ
ん　
母
・
和
香
子
さ
ん

尾
崎
　
太た

鳳お 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
29
年
1
月
9
日
生
ま
れ

父
・
任
穂
さ
ん　
母
・
亜
季
さ
ん

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う
」

「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
!!

 

成
長
が
楽
し
み
で
す
！
」

★★★ 平成29年 1月生まれ のおともだち ★★★

平成29年3月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役社長　諏訪 智也
【事業内容】 庭園設計、施工、管理、造園
資材販売
【所在地】 行田市和田245

　
株
式
会
社
福
樹
園
は
、
伝
統
的
な
和
風
庭

園
か
ら
現
代
的
な
洋
風
ガ
ー
デ
ン
ま
で
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
庭
設
計
や
施
工
、
管
理
を
行

う
造
園
会
社
で
す
。
代
表
取
締
役
社
長
の
諏

訪
智
也
さ
ん
が
20
年
間
他
社
で
修
業
を
積
ん

だ
後
、
平
成
27
年
1
月
に
独
立
し
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
庭
と
は
、
使

い
や
す
く
、
癒
さ
れ
る
空
間
。
客
と
の
対
話

を
通
じ
て
庭
へ
の
思
い
を
捉
え
、
一
緒
に
形

に
し
て
い
き
ま
す
」
と
諏
訪
さ
ん
は
話
し
ま

す
。
使
用
す
る
樹
木
や
石
は
施
工
す
る
庭
と

似
た
環
境
で
育
ま
れ
た
も
の
を
使
い
調
和
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
世
帯
に
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
構
造
、
子
育
て
世
帯
に
は
手

間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
除
草
対
策
を
行
う
な

ど
家
族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
庭
を
提
案
。
一
級
造
園
技
能
士
な
ど
の
資

格
を
持
っ
た
職
人
が
思
い
や
り
の
心
と
確
か

な
技
術
で
造
り
上
げ
る
庭
は
好
評
を
得
て
お

り
、
最
近
で
は
個
人
宅
だ
け
で
な
く
、
会
社

や
病
院
な
ど
か
ら
の
依
頼
も
増
え
て
い
る
そ

う
で
す
。
さ
ら
に
同
社
で
は
女
性
庭
師
も
活

躍
中
で
、
新
規
客
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
庭
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
行
い
、
造
園
業
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
変
え
て
き
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
若
い
世
代
に
緑
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
新
た
に
始
め
た
の
が
「
子
育
て
応

援
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
」。
中
学
3
年
生
ま

で
の
子
ど
も
や
妊
婦
が
い
る
家
庭
を
対
象
に

「
お
庭
で
遊
べ
る
芝
張
り
プ
ラ
ン
」
な
ど
3

つ
の
プ
ラ
ン
を
用
意
し
、
庭
師
の
選
ん
だ
樹

木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
五
感
で
四

季
の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
、
手
入
れ
し
や
す

い
庭
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
諏
訪
さ
ん
は
「
日
本
の
庭

文
化
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
残
し

て
い
き
た
い
で
す
。
日
々
表
情
を
変
え
る
緑

を
楽
し
ん
だ
り
、
休
み
の
日
に
は
庭
で
ラ
ン

チ
を
し
た
り
と
生
活
空
間
の
ひ
と
つ
と
し
て

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
力
強
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
公
民
館
で
苔こ

け
だ
ま玉

づ
く

り
や
門
松
づ
く
り
の
出
前
講
座
を
開
く
な

ど
、
和
庭
文
化
の
伝
承
に
も
積
極
的
な
同

社
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
時

代
の
流
行
を
取
り
入
れ
た
魅
力
的
な
庭
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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▼
日
時
　

1
月
21
日
㈰
午
後
0
時
20

分
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
行
田
市
合
唱
連

盟
加
盟
団
体
と
参
加
団
体
の
各
合
唱

団
に
よ
る
合
唱
発
表
、
全
体
合
唱
連

盟
歌
「
風
に
の
せ
て
」、「
童
神
」、

「
行
田
音
頭
」　
▼
入
場
無
料
　
▼

主
催
　
同
連
盟　
▼
協
賛
　（
公
財
）

行
田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

い
き
い
き
財
団　

▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

文
化
団
体
連
合
会　
▼
問
　
大
澤
☎

５
５
４
―
４
５
８
８

▼
日
時
　

1
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
4
時
30
分
（
25
日
は

午
前
10
時
か
ら
）　
▼
場
所
　
佐
間

公
民
館　
▼
問
　
佐
間
写
真
ク
ラ
ブ

髙
澤
☎
５
５
５
―
１
３
３
５

▼
期
間
　

2
月
25
日
㈰
ま
で
（
水
・

木
曜
日
を
除
く
）　
▼
時
間
　
午
前

11
時
～
午
後
4
時　
▼
場
所
　
忍
城

下
ぎ
ょ
う
だ
懐
か
し
屋
（
行
田
1
―

9
）　
▼
内
容
　
正
月
の
昔
の
遊
び

第
33
回
行
田
市
合
唱
祭

佐
間
写
真
ク
ラ
ブ

作
品
発
表
会

懐
か
し
屋　
新
春
企
画
展

羽
子
板
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
羽
子
板
や
す
ご
ろ
く
、
か
る
た
、

メ
ン
コ
な
ど
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

展
示　

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―

１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　

2
月
3
日
㈯
【
1
回
目
】

午
後
2
時
30
分
【
2
回
目
】
午
後

4
時
（
雨
天
決
行
）　

▼
場
所
　
行

田
八
幡
神
社
（
行
田
16
―
23
）　
▼

内
容
　
豆
ま
き
、
進
修
館
高
校
吹
奏

楽
部
・
ダ
ン
ス
部
・
空
手
部
の
発
表

な
ど　
▼
そ
の
他
　
壇
上
か
ら
福
豆

を
ま
く
方
を
募
集
（
参
加
費
5
千

円
）　
▼
問
　
同
神
社
☎
５
５
４
―

５
９
２
６

自
衛
官
候
補
生

▼
受
付
期
間
　

2
月
13
日
㈫
ま
で　

▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
方　
▼
試
験
日
　

2
月
18
日
㈰
ま

た
は
19
日
㈪
※
変
更
ま
た
は
中
止
の

場
合
あ
り

予
備
自
衛
官
補

▼
受
付
期
間
　

1
月
9
日
㈫
～
4
月

6
日
㈮　

▼
応
募
資
格
　【
一
般
】

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方
【
技
能
】

節
分
祭　
豆
ま
き

募　
　
集

自
衛
官
等

▼
日
時
　

2
月
3
日
㈯
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　

▼
内
容
　
節
分

の
豆
ま
き
、
鬼
の
お
め
ん
作
り
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム　
▼
対
象
　
幼
児
・
小

学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
（
祖
父
母

も
可
）、
中
学
生
、
高
校
生　

▼
定

員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無

料
　
▼
申
・
問
　

1
月
11
日
㈭
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎

５
５
４
―
５
７
０
６
（
午
前
10
時
～

午
後
5
時
30
分
）

▼
日
時
　

2
月
4
日
㈰
午
後
1
時
～

4
時
40
分
（
午
後
0
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
）　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公

民
館　
▼
内
容
　

2
分
間
ト
ー
ク
、

ロ
ケ
地
巡
り
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
な
ど　

▼
対
象
　
20
歳
～
49
歳　

▼
定
員
　

男
女
各
20
人　

▼
参
加
費
　【
男

性
】
１
千
５
０
０
円
【
女
性
】
1
千

円　
▼
そ
の
他
　

2
人
1
組
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
1
人
で
の
申
し
込

み
も
可
）　

▼
申
　

1
月
31
日
㈬
ま

で
に
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー

豆
ま
き
会

陸
王
ロ
ケ
地
巡
り
付
き

結
婚
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
日
時
　

2
月
9
日
㈮
～
12
日
㈪
午

前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
（
12

日
は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所
　

「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
絵
画
（
彫
刻

を
含
む
）、
工
芸
、
書
、
写
真
の
展

示　

▼
主
催
　
行
田
市
美
術
家
協

会
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、（
公
財
）

行
田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い

き
い
き
財
団　
▼
問
　
行
田
市
美
術

展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業
文
化

会
館
内
）
☎
５
５
６
―
６
３
７
１

イ
ベ
ン
ト

第
20
回
記
念
公
募

行
田
市
美
術
展

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ

53
歳
か
ら
55
歳
未
満
ま
で
の
方　
▼

試
験
日
　

4
月
14
日
㈯
～
18
日
㈬
の

い
ず
れ
か
1
日

自
衛
官
等
採
用
の
説
明
会

▼
日
時
　

2
月
12
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
4
時　
▼
場
所
　
防
衛
省
自
衛

隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事

務
所
（
熊
谷
市
筑
波
3
―
90
―
1
国

際
ビ
ル
2
階
）

▼
問
　
同
事
務
所
☎
５
２
２
―

４
８
５
５

▼
日
時
　

2
月
5
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
お
っ

ぱ
い
の
話
」　
▼
対
象
　
市
内
在
住

で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
※
父
親
も

歓
迎　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

※
託
児
付
き　
▼
参
加
費
　
１
０
０

円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　

2

月
4
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
協
議
会

☎
５
５
７
―
５
４
０
０

相　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

【
Ｅ
メ
ー
ル
】 gyoda.kettkon.

shienn@
gm

ail.com

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
６
―
０
２
５
２　
▼
問
　
同
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
０
―
３
１
３
１
―

８
３
５
６

▼
日
時
　

1
月
25
日
㈭
午
後
0
時
30

分
～
4
時　
▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
浮
城
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
員
に
よ
る
踊
り
、
ダ

ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
芸
能
の
発
表
。　
▼
入
場
無
料
　

▼
主
催
　
浮
城
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会　
▼
問
　
同
会
事
務
局
（
高
齢
者

福
祉
課
内
・
内
線
２
２
５
）

▼
日
時
　

2
月
12
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
2
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内

容
　
手
作
り
作
品
即
売
、
バ
ザ
ー
、

団
体
Ｐ
Ｒ
の
展
示
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど　

▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の
他
　

駐
車
場
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

堰
永
寿
荘
、
見
沼
元
圦
公
園
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
※
や
す
ら
ぎ
の
里
ま
で

送
迎
あ
り　
▼
問
　
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

浮
城
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
６
回
い
き
い
き
芸
能
発
表
大
会

や
す
ら
ぎ
の
里

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

▼
日
時
　

2
月
3
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受
け

付
け
）　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
1
研
修
室　

▼
内
容
　
ク
ッ
キ
ー
作
り
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど　
▼
対
象
　
行
田

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
会
員
お
よ
び
子
育
て
中
の
方
や

子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方　
▼

定
員
　
50
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料
　
▼
申
・
問
　

1
月
10
日
㈬
か

ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
５
５
０
―

７
６
２
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会

▼
日
時
　

2
月
7
日
㈬
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分　

▼
場
所
　
南

河
原
隣
保
館　

▼
内
容
　
骨
密
度

の
測
定
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て

の
講
演　
▼
講
師
　
関
本
寿
美
子
さ

ん
（
羽
生
総
合
病
院
透
析
セ
ン
タ
ー

看
護
師
長
）　

▼
定
員
　
20
人　

▼

参
加
無
料
　
▼
申
・
問
　
同
館
☎

５
５
７
―
３
３
３
４

▼
日
時
　

2
月
2
日
～
3
月
2
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
1
時

30
分
～
4
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合

福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
支
援
室　
▼
内

容
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
打
ち
を
通
し
、
点

数
計
算
な
ど
を
実
践
す
る　
▼
対
象
　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
（
年
度

内
65
歳
可
）　

▼
定
員
　
24
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　
▼
申

・
問
　

1
月
9
日
㈫
午
前
9
時
～
23

日
㈫
午
後
5
時
に
直
接
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

講
座
・
教
室

健
康
講
座
Ⅲ

高
齢
者
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

実
践
コ
ー
ス

▶日    時　3月25日㈰午前8時～午後2時（予定）
▶集合場所　バスターミナル駐車場
▶�内    容　 忍城址、足袋蔵、古代蓮の里、さ

きたま古墳公園など魅力あふれる
行田の名所を自転車や徒歩で巡る。

▶�対    象　 小学生以上（小学生は保護者同伴の
こと）

▶�定    員　【ポタリング】200人（先着順）
 【ウオーキング】300人（先着順）
▶�参 加 費　【小･中学生】500円（保険料を含む）
 【高校生以上】1,000円（保険料を含む）
▶主    催　行田市自治会連合会
▶後    援　行田市他
▶�申し込み・問い合わせ　1月中旬に、自治会を

通して配布されるチラシに印刷してある申し込
み用はがきに、必要事項を記入の上、郵送で同
連合会事務局（地域づくり支援課内･内線251）

行田ふれあいポタリング＆
ウォーキング2018を開催します

広告広告



催し・募集

282018.1 市報 ぎょうだ29
人口82,106人（－63） 男40,794人（－20） 女41,312人（－43） 世帯数34,401世帯（15）
11月中の異動　出生37人　転入等159人　死亡86人　転出等173人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

５
０
０
円
【
3
市
以
外
に
在
住
の

方
】
７
５
０
円
（
障
害
者
手
帳
提
示

に
よ
る
減
額
制
度
あ
り
）　
▼
そ
の

他
　
初
回
は
新
規
登
録
講
習
会
を
受

講
す
る
こ
と
（
直
接
ま
た
は
電
話
で

前
日
ま
で
に
予
約
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
Ⅱ　

幸
魂
（
さ
き
み
た
ま
）

コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
1
月
20
日
㈯
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重

奏　

▼
曲
目
　「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」、

「
ス
ペ
イ
ン
」、「
ス
リ
ー
・
ラ
テ
ン

ダ
ン
ス
」
他　
▼
出
演
　
さ
き
た
ま

く
ら
り
ね
っ
と
あ
ん
さ
ん
ぶ
る　
▼

入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
チ
ケ
ッ
ト

の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ロ
ウ
バ
イ
ま
つ
り

▼
日
時
　
1
月
21
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分
（
入
館
受
け
付
け
は

午
後
4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
古
代

蓮
会
館　
▼
内
容
　
入
館
者
に
梅
昆

布
茶
サ
ー
ビ
ス
。
入
館
者
１
０
０
人

（
先
着
順
）
に
ロ
ウ
バ
イ
の
小
枝
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
1
人
1
本
）
※
花
の

咲
き
状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ

り　

▼
入
館
料
　【
大
人
】
４
０
０

円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未

就
学
児
は
無
料

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

▼
日
時
　
2
月
4
日
㈰
午
後
1
時
〜

3
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
鉢
植
え
を
置
く

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
所
で
も
、
壁
を

利
用
し
空
間
装
飾
と
し
て
楽
し
め
る

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
基
本
を

学
ぶ　

▼
講
師
　
染
谷
孝
子
さ
ん

（
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協

会
認
定
ハ
ン
ギ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
）

他　

▼
対
象
　
小
学
5
年
生
以
上

の
方　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
3
千
５
０
０
円
（
材
料

代
・
保
険
料
）　

▼
申
　
1
月
16
日

㈫
午
前
10
時
か
ら
直
接
同
館

商
工
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
2
月
10
日
㈯
・
12
日
㈪
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
１
ア
ッ
プ

ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

で
は
、
利
用
ポ
イ
ン
ト
を
1
ア
ッ
プ

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
た
方
に
は
無

料
利
用
券
（
1
回
分
）
を
進
呈
し
ま

す
。
新
規
登
録
者
講
習
会
を
受
講
し

た
方
や
新
規
登
録
者
を
紹
介
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
登
録
者
に
も
無
料
券

（
1
回
分
）
を
進
呈
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
1
月
15
日
㈪
〜
31
日

㈬
（
22
日
㈪
は
休
館
）　
▼
利
用
時

間
　
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
（
毎
月

第
2
・
4
月
曜
日
は
休
館
※
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
）　
▼
対
象
　
高

校
生
以
上　
▼
利
用
料
金
　【
行
田

市
・
加
須
市
・
羽
生
市
在
住
の
方
】

【住民基本台帳人口】
（平成29年12月1日現在）

▼
日
時
　
1
月
25
日
、
2
月
1
日
・

15
日
、
3
月
1
日
・
8
日
・
15
日
の

木
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

30
分　
▼
場
所
　
足
袋
と
く
ら
し
の

博
物
館
（
行
田
1
―
2
）　
▼
対
象
　

18
歳
以
上
※
全
日
程
に
参
加
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
4
回
以
上
参
加

で
き
る
方　
▼
定
員
　
5
人　
▼
主

催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋

蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
申
・
問
　
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
法
人
☎

５
５
２
―
１
０
１
０
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

gyoda@
tabigura.net

▼
日
時
・
内
容
　
①
1
月
28
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
・「
藍
染

め
糸
で
作
る
こ
ぎ
ん
刺
し
お
守
り

1
」　
②
2
月
4
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
・「
藍
染
め
糸
で
作
る
こ

ぎ
ん
刺
し
お
守
り
2
」　
③
2
月
11

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
・「
藍

染
体
験 

サ
ン
プ
ル
作
り
／
足
袋
生

地
の
絞
り
」　
④
2
月
18
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
・「
基
本
の
絞
り

染
め
」　
⑤
3
月
3
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
・「
ま
ち
あ
る
き
／
足

足
袋
製
造
実
演
技
術
者

養
成
講
座

藍
染
実
演
技
術
者

養
成
講
座

▼
日
時
　
2
月
10
日
〜
3
月
10
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7
時

〜
8
時
15
分　
▼
場
所
　「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　
▼
対

象
　
小
学
生
以
上　

▼
費
用
　【
中

学
生
以
下
】
1
千
５
０
０
円
【
高
校

生
以
上
】
2
千
５
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
を
含
む
）　
▼
服
装
　
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
運
動
し
や
す
い

服
装　
▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル　
▼
主

催
　
行
田
市
少
林
寺
拳
法
連
盟　
▼

申
　
1
月
27
日
㈯
、
2
月
3
日
㈯
の

午
後
7
時
〜
8
時
に
費
用
を
添
え
て

「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道

場　
▼
問
　
同
連
盟
島
田
☎
０
９
０

―
３
０
４
９
―
４
６
９
４

▼
日
時
　
1
月
7
日
・
21
日
、
2

月
4
日
・
18
日
の
日
曜
日
午
後
1

時
〜
3
時　

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
定
員
　

15
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用
　
月
額

3
千
5
０
０
円　

▼
そ
の
他
　
初

め
て
参
加
す
る
方
は
初
回
の
み
無

料　
▼
申
・
問
　
同
ク
ラ
ブ
田
村
☎

０
８
０
―
６
７
７
２
―
７
８
９
１

少
林
寺
拳
法
教
室

古
代
蓮
水
墨
画
ク
ラ
ブ

袋
生
地
の
染
め
」　
⑥
3
月
17
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
1
時
・「
接
客
体

験
」　

▼
場
所
　
牧
禎
舎
（
忍
1
―

4
―
11
）　
▼
対
象
　
18
歳
以
上
の

方
※
①
②
は
両
日
来
ら
れ
る
方
、
全

日
程
参
加
が
望
ま
し
い
が
最
低
で
も

③
⑤
⑥
に
参
加
で
き
る
方　

▼
定

員
　
5
人　

▼
参
加
費
　
①
②
は

2
千
円
、
③
〜
⑥
は
無
料　

▼
主

催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋

蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
申
・
問
　
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
法
人
☎

５
５
２
―
１
０
１
０
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
akitei@

tabigura.net

▼
日
時
　
1
月
30
日
㈫
午
後
7
時
〜

9
時　
▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
オ
ペ
ラ
の
楽
し

み
方
を
学
ぶ
【
第
1
部
】
オ
ペ
ラ
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
【
第
2
部
】
オ
ペ

ラ
を
歌
っ
て
み
よ
う
！　

▼
講
師
　

片
野
田
名
帆
子
さ
ん
、
藤
崎
優
二
さ

ん
、
諏
訪
桃
子
さ
ん
（
い
ず
れ
も
オ

ペ
ラ
歌
手
）　

▼
定
員
　
50
人　

▼

参
加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
商
工
会

議
所
青
年
部
地
域
活
性
化
委
員
会　

▼
問
　
行
田
商
工
会
議
所
☎
５
５
６

―
４
１
１
１

は
じ
め
て
の
オ
ペ
ラ
講
座

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定　員 会　費 申し込み・問い合わせ

ゆったり
ベーシックヨガ

毎週火曜日の
午前11時15分
～午後0時15分

「 行田グリーン
アリーナ」
柔道場他

ヨガの基本的
なポーズと呼
吸法を行うこ
とで、心身の
バランスを整
え柔軟性を身
につけ、内側
から美しく健
康的な体を作
る。

18歳以上の方

14人
月額3,000円
※ トレーニン
グ室などの
無料利用券
付き

1月22日㈪午前9
時から直接または
電話で行田グリー
ンアリーナ
※ 原則として入会
は月初めの開催
日からがんばらないヨガ

毎週金曜日の
午前9時30分～
10時30分

総合公園管理
事務所 5人

職　種 勤　務　時　間 採用人数・応募資格 時　給 業務内容 申し込み・問い合わせ

行田グリーンア
リーナ
トレーニング室
スタッフ

（1）午前8時30分～午後5時
（2）午後1時～ 9時30分
※ 上記いずれかの時間を週3
日程度のローテーション勤
務

1人
• 18歳以上65歳未
満の方

• 土・日曜日、祝日
の勤務が可能な方

900円
※ 試用期間の
2カ月間は
880円

トレーニング器具
などの使用方法説
明、案内、設備器
具などの管理

1月24日㈬までに履歴
書（写真貼付）を行田グ
リーンアリーナまたは
行田市民プールへ持参
してください。
※ 面接日は後日連絡し
ます。
行田市民プール☎555
―2455

行田市民プール
監視スタッフ

午後1時～ 6時30分
※ 週2～ 3日程度のローテー
ション勤務

1人
• 18歳以上65歳未
満の方）

• 25メートル程度泳
ぐことができる方

880円
利用状況の監視、
利用者への説明、
案内、設備器具な
どの管理

行田グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

体育施設アルバイトスタッフ

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
7
月
に
日

本
鉄
道
の
上
野
〜
熊
谷
間
が
開
通
し
ま

し
た
が
、
線
路
は
中
山
道
に
沿
っ
て
敷

設
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
行
田
の
中
心

地
は
鉄
道
か
ら
大
き
く
離
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
明
治
20
年
代
か
ら
30
年
代
に

か
け
て
、
北
埼
玉
郡
内
で
は
行
田
を
通

る
鉄
道
の
計
画
が
何
度
か
持
ち
上
が
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
忍
町
の
人
々
は

吹
上
停
車
場
ま
で
の
鉄
道
敷
設
を
目
指

し
、
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）
に
設
立

し
た
の
が
忍
馬
車
鉄
道
株
式
会
社
で
す
。

　

忍
町
の
商
工
業
者
15
人
が
発
起
人
と

な
り
、
資
本
金
は
2
万
5
千
円
で
、
会

社
の
目
的
に
「
旅
客
及
び
貨
物
運
輸
」

と
あ
る
よ
う
に
、
人
と
物
資
両
方
の
輸

送
を
扱
う
こ
と
と
し
、
社
長
に
は
忍
町

長
を
勤
め
た
古
市
直
之
進
が
就
任
し
ま

し
た
。

　

写
真
の
資
料
は
設
立
当
初
に
計
画
さ

れ
た
馬
車
鉄
道
の
路
線
図
で
す
。
吹
上

停
車
場
と
長
野
村
広
小
路
に
発
着
場
を

設
置
し
、
吹
上
停
車
場
か
ら
鎌
塚
、
前

谷
新
田
を
抜
け
て
駒
形
で
右
折
し
、
高

源
寺
の
前
を
左
折
し
て
新
町
に
入
り
、

上
町
と
の
丁
字
路
で
右
折
し
て
下
町
の

大
長
寺
の
手
前
で
左
折
、
忍
川
を
渡

り
長
野
村
広
小
路
に
至
る
ル
ー
ト
で
し

た
。
し
か
し
、
工
事
が
予
定
よ
り
も
遅

れ
工
費
も
か
さ
ん
だ
た
め
、
路
線
を
短

縮
し
発
着
場
を
長
野
村
か
ら
下
町
に
変

更
し
、
明
治
33
年
12
月
に
鎌
塚
〜
佐
間

間
を
暫
定
開
業
さ
せ
、
翌
年
6
月
に
吹

上
停
車
場
か
ら
下
町
ま
で
全
線
開
業
し

ま
し
た
。
吹
上
か
ら
下
町
ま
で
を
40
分

ほ
ど
で
運
行
し
ま
し
た
。

　

経
営
は
当
初
か
ら
厳
し
か
っ
た
よ
う

で
、
同
38
年
に
は
一
度
会
社
を
解
散
し
、

新
た
に
増
資
を
図
っ
て
、
行
田
馬
車
鉄

道
株
式
会
社
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。

大
正
期
に
な
る
と
自
動
車
を
購
入
し
、

一
般
貨
物
の
自
動
車
輸
送
に
経
営
の
中

心
が
移
っ
て
ゆ
き
、
行
田
〜
羽
生
間
に

北
武
鉄
道
（
現
・
秩
父
鉄
道
）
が
開
通

し
た
2
年
後
の
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

に
、
行
田
自
動
車
株
式
会
社
と
な
り
馬

車
鉄
道
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
後

期
に
誕
生
し
た
行
田
最
初
の
鉄
道
は
バ

ス
輸
送
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の

で
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課
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６

平
成
30
年
1
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
859

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

22

行
田 

歴
史
系
譜
286

忍
馬
車
鉄
道
の
路
線
図 

行
田
市
郷
土
博
物
館
所
有

　12月8日、桜ヶ丘公民館でミニ門松づくりが行われま
した。

　19人の参加者は講師のアドバイスを受けながら、南天や五葉松、梅など
を使い、華やかで個性豊かな作品に仕上げました。制作中は会話も弾み、新
年を前に福を呼び込むような笑顔あふれる講座となりました。

　認知症高齢者とその家族などに対し、社会参加や地域住民との交流に向
けた支援活動を行っているのが特定非営利活動法人地域支援ネット「ケーズ
フォー」です。
　平成14年に設立し、スタッフは現在約10人。高齢者グループホーム「ほっ
とほっと」の運営の他、相談援助などの福祉活動を行っています。理事長の
久保公友さんは「困っていることを自ら相手に伝えることは意外と難しいた
め、相談者とサポートする側との間に入って総合的な問題解決を目指してい
ます」と話してくれました。
　また、同法人では地域の活性化を図るため、4年前からぶどうの栽培にも
挑戦しています。「行田においしいぶどうを」という思いを胸に、約200坪の
畑でシャインマスカットなど3種類を栽培。昨年秋には約900房のぶどうを
会員や地域の方々に無料配布し、とても喜ばれたそうです。
　支援のネットワークもぶどうのつるも、これからさらに大きく広がり、よ
りたくさんの笑顔があふれることでしょう。

【理事長】久保 公友　【電話】598―7405（高齢者グループホーム「ほっとほっと」内） 地域の方とともに栽培するぶどう
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忍馬車鉄道株式会社線吹上行田間平面図

みんな　チカラの

特定非営利活動法人
地域支援ネット「ケーズフォー」

～市民公益活動団体紹介～⑬


